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【手続補正書】
【提出日】平成25年11月25日(2013.11.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電気－機械エネルギー変換素子を備えた振動体の前記電気－機械エネルギー変換素子に
交番電圧を与えて前記振動体の複数の突起部に楕円運動を生成させることにより、前記複
数の突起部に接触する移動体を前記振動体と相対的に回転させる振動型アクチュエータの
制御装置であって、
　前記振動体に設けられた振動検出用の電気－機械エネルギー変換素子からの検出信号に
含まれる前記複数の突起部の数に対応する周波数情報を用いて、前記移動体の回転速度情
報を取得することを特徴とする振動型アクチュエータの制御装置。
【請求項２】
　前記複数の突起部の数に対応する周波数情報を検出するため、前記検出信号に対して繰
返し制御を行う繰返し制御器を有し、
　前記繰返し制御器の繰返し周期が、前記突起部の数と目標速度との積で表される周波数
の逆数又は前記逆数の１／２に設定されていることを特徴とする請求項１に記載の振動型
アクチュエータの制御装置。
【請求項３】
　前記複数の突起部の数に対応する周波数情報を検出するための、前記検出信号に帯域制
限をかける帯域通過フィルタと、
　前記帯域通過フィルタの通過させる周波数帯域を前記交番電圧の周波数に応じて変化さ
せる調整器と、
を有することを特徴とする請求項１に記載の振動型アクチュエータの制御装置。
【請求項４】
　前記交番電圧の周波数と前記移動体の回転速度との関係を示す関係式又はテーブルを備
えたメモリを有し、
　前記帯域通過フィルタの通過させる周波数帯域の中心周波数を、前記関係式又はテーブ
ルから得られる回転速度情報と前記複数の突起部に対応する周波数情報とを用いて算出さ
れる値に設定することを特徴とする請求項３に記載の振動型アクチュエータの制御装置。
【請求項５】
　前記複数の突起部の数に対応する周波数情報を検出するための、前記検出信号に帯域制
限をかける帯域通過フィルタと、
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　前記帯域通過フィルタの通過させる周波数帯域を前記検出信号に応じて変化させる調整
器と、
を有することを特徴とする請求項１に記載の振動型アクチュエータの制御装置。
【請求項６】
　前記検出信号を周波数解析するフーリエ変換器を有し、
　前記帯域通過フィルタの通過させる周波数帯域の中心周波数を、前記周波数解析により
検出される振幅が最大となる周波数に設定することを特徴とする請求項５に記載の振動型
アクチュエータの制御装置。
【請求項７】
　前記複数の突起部の数に対応する周波数情報を検出するための、前記検出信号に対して
繰返し制御を行う繰返し制御器と、
　前記検出信号を周波数解析するフーリエ変換器と、を有し、
　前記繰返し制御器の繰返し周期が、前記周波数解析により検出される振幅が最大となる
周波数の逆数又は前記逆数の１／２に設定されていることを特徴とする請求項１に記載の
振動型アクチュエータの制御装置。
【請求項８】
　前記交番電圧と前記検出信号との位相差を検出する位相差検出器を有し、
　前記位相差を用いて前記複数の突起部の数に対応する周波数情報を検出し、前記移動体
の回転速度情報を取得することを特徴とする請求項１に記載の振動型アクチュエータの制
御装置。
【請求項９】
　前記繰返し制御器の繰返し周期が、目標速度と前記複数の突起部の数との積で表される
周波数の逆数又は１／２に設定されており、
　前記交番電圧の周波数が掃引された際に前記繰返し制御器の出力信号の振幅を検出する
振幅検出器と、前記振幅が最大となる周波数を前記交番電圧の周波数として設定するパル
ス発生器と、を有することを特徴とする請求項２に記載の振動型アクチュエータの制御装
置。
【請求項１０】
　互いに異なる数の突起部が形成された複数の振動体の電気－機械エネルギー変換素子の
夫々に交番電圧を与えて、前記複数の振動体の複数の突起部に楕円運動を生成させること
により、前記複数の突起部に接触する移動体を前記複数の振動体と相対的に回転させる振
動型アクチュエータの制御装置であって、
　前記複数の振動体に設けられた振動検出用の電気－機械エネルギー変換素子からの各検
出信号に含まれる前記振動体毎の複数の突起部の数に対応する周波数情報を夫々用いて、
前記振動体毎の複数の突起部の数に対応する周波数成分の信号の位相差を検出し、前記移
動体の絶対位置情報を取得することを特徴とする振動型アクチュエータの制御装置。
【請求項１１】
　周期的に設けられた複数の突起部が一部存在しない領域を有する振動体の電気－機械エ
ネルギー変換素子に交番電圧を与えて、前記複数の突起部に楕円運動を生成させることに
より、前記複数の突起部に接触する移動体を前記振動体と相対的に回転させる振動型アク
チュエータの制御装置であって、
　前記振動体に設けられた振動検出用の電気－機械エネルギー変換素子からの検出信号に
含まれる前記複数の突起部の数に対応する周波数情報を用いて、前記移動体の絶対位置情
報を取得することを特徴とする振動型アクチュエータの制御装置。
【請求項１２】
　前記移動体の前記回転速度情報を受け、速度偏差信号を出力する速度偏差検出器と、
　前記速度偏差信号に基づいて駆動周波数のパルス信号を生成する駆動周波数パルス発生
器と、
　前記パルス信号を受信する駆動回路と、
を有する請求項１乃至９のいずれか１項に記載の振動型アクチュエータの制御装置。
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【請求項１３】
　前記速度偏差信号を受信し、前記駆動周波数パルス発生器に駆動信号を入力するＰＩＤ
補償器を有し、
　前記駆動信号は、前記速度偏差信号に基づいて生成されることを特徴とする請求項１２
に記載の振動型アクチュエータの制御装置。
【請求項１４】
　前記駆動回路は、前記パルス信号に基づいて交番電圧を出力することを特徴とする請求
項１２または１３に記載の振動型アクチュエータの制御装置。
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